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On the construction of high-rise buildings, precast core walls are effective for labor saving in construction because they can be built more quickly than 
cast-in-place core walls.

Study on Structural Performance of Precast Reinforced Concrete Core Walls
In recent years, the construction industry faces a critical labor shortage. On the construction of high-rise 

buildings, precast core walls are effective for labor saving in construction. Regarding precast concrete multistory 
shear walls in high-rise buildings, there is no research for the full precast core walls.

In this paper, lateral loading tests on full precast wall columns (Fig.1) simulating the area near the corner of an 
L-shaped core wall was conducted. The unified precast wall column showed the required strength and ductility.
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Fig.1  Test specimens
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加速する少子高齢化に伴う建設産業の労働力不足に対し、省力化、施工性の増進が急務とされている。国内で建設されている建築物のなかで、鉄筋コンクリート構造建
物はその多くを占めるが、鉄筋コンクリート構造において、コア壁を用いた建築物は増加すると考えられ、最も効果的な省力化対策はプレキャスト化であると考えられる。

「フルプレキャスト鉄筋コンクリート造コア壁の構造性能に関する研究」
近年、建設業における労働力不足が深刻化しており、超高層建物の建設において、建設時の工期短縮、省力化

のためにプレキャスト化が必要であると考えられる。超高層建物の連層耐震壁をプレキャスト化した例に関して
は、これまでに、断面両端部をプレキャスト化した壁柱について曲げせん断実験を実施した例や、両側端部にプ
レキャスト柱型を有するRCコアウォールについて性能確認実験を実施した例などが見受けられる。しかしなが
ら、コア壁全体をフルプレキャスト化した場合についての構造検討はこれまでになされていないのが現状である。

本研究では鉄筋コンクリート造コア壁を全長さフルプレキャスト化した場合の構造性能を検討するため、コア
壁の圧縮端部近傍を模擬したフルプレキャスト壁柱(図1)による水平加力実験を行った。壁柱のプレキャスト化
は、壁柱を柱形に分割し、柱部材間の接合面にコッターを設けグラウトを充填する方法とした。柱部材間の接合
には、建設時の施工性を考慮し、鉛直接合部に分散して配筋する接合筋ではなく、床レベル等に集中配筋する水
平つなぎ筋を用いた。実験の結果、本方法によるフルプレキャストコア壁が十分な耐震性能を有することが示さ
れた。
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図1. 試験体配筋図
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